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＠yokohama_aobaku

（旧Twitter）

　今年も区役所と区内地域ケアプラザ、山内図書館が一体となって　
アルツハイマー月間イベントを開催します。
　区役所や地域ケアプラザでは、今年も参加賞（特製クリアファイルと
ボールペン）を用意して来場をお待ちしています。

特
集
1

※写真は昨年のイベントの様子

区 役 所
１階ホールにて、認知症パネル展

地域ケアプラザ
認知症カフェ・講座、
認知症キャンドルホルダー作りなど

認知症サポーター
キャラバンマスコット
「ロバ隊長」

山内図書館

美しが丘ケアプラザ
キャンドルホルダー

たかはしメモリークリニック 院長
髙橋さん

桐蔭学園 理事長
溝上さん

　調査によると、青葉区の高齢者の認知症発生
リスクは、全国調査の対象者と比べ、低いことが
分かりました。

　老年期(65～ 79歳)における認知症
発生のリスク（5年以内に認知症を伴う
要介護認定発生リスクを点数化※1）は、
全国調査の対象者と比較して、青葉区
民は低い傾向が見られました（図１）。
　また、インターネット・SNSを毎日使
う65歳以上の高齢者の割合は、全国調
査の対象者と比較して約10％多い結果
となりました（図２）。

◆調査概要
調査対象：40 ～79歳の区民男女 各1,500人（計3,000人）
　　　　　   郵送もしくはGoogle formsで回答
調査期間：2022年８月１日～９月30日
調査実施：桐蔭学園トランジションセンター
有効回答数：1,021

※全国調査
調査対象：40 ～79歳の男女 各2,000人（計4,000人）
調査期間：2022年８月１日～３日
調査実施：桐蔭学園トランジションセンター
　　　　　　（インターネット調査会社委託）
有効回答数：4,000

　インターネット・SNSの利用が認知症リ
スク低減の一要素になっている可能性が
あります。
　さらに、これからの人生について、こう
いう活動をして過ごしたいという将来の
見通しをたて、実際に実行する力や、自
宅や職場、趣味活動やボランティアなどに
自分の居場所があることが、
主観的な幸福感を促進する
要因になることが、調査結果
から判明しています。

「幸福寿命を考える ― つながりが紡ぐ100年人生 ―」
～認知症になっても自分らしく安心して暮らせるまち青葉区を目指して～

日 時

内 容
（予定）

調査結果報告、
認知症専門医による講演、
ディスカッションなど

定 員 300人

場 所 青葉公会堂（市ケ尾町31-4）
10月７日（土）14時～16時

青葉公会堂

日 時 9月25日（月）～29日（金）
認知症に関する
図書コーナーの企画展

要介護認知症リスク群の
割合（65 ～79歳）※1

図１
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認知症になっても
自分らしく安心して暮らせるまち青葉区

　認知症は誰もがなる可能性があります。今回の
調査結果をふまえ、人生100年時代において前向
きな人生を送るヒントを皆さんにお伝えします。

参加費
無料

登壇者
（予定）

桐蔭学園 理事長 溝上 慎一さん
たかはしメモリークリニック 院長 髙橋 正彦さん
ファシリテーター：ダイヤ高齢社会研究財団 主任研究員 澤岡 詩野さん　

みぞかみ　しんいち

たかはし　まさひこ

さわおか  　しの

（13時開場）

内 容

青葉区  シンポジウム 検索

申込み か

つむ

９月は世界アルツハイマー月間です。認知症について考えてみませんか。



2023（令和5）年 9月号 ／ 青葉区版6

特集 2　防災特集

庶務係　　978-2213　　978-2410

避難場所について考えてみる
　自宅や周辺の状況によって、さまざまな避難行動が考えられます。
　地震が発生した時にどのように行動するのかを事前に決め、災害時に適切な
避難行動をとれるようにしておきましょう。

青葉区民防災必携 検索

避難先を確認したい時は？

自宅

関東大震災発生後の市内の様子（横浜市中央図書館所蔵）

大地震発生

横浜市消防局
マスコットキャラクター
ハマくん

　9月1日は、1923年の同日に発生した関東大震災にちなんで
「防災の日」とされています。
　関東大震災から100年の節目の年である今年の防災の日に、
大地震から命を守るための備えと行動について考えてみましょう。

関東大震災から100年を機に
考えてみましょう

　「青葉区民防災必携」で、
区内の地域防災拠点の場所
や広域避難場所の位置を確
認することができます。
　また、緊急情報の入手方
法や伝言ダイヤルの使い方
など、災害時に役立つ情報を
掲載しています。

身の安全を確保・火の始末

一時的に様子を見る

区役所４階 71番
窓口で配布中

大地震
備えと行動

への

火災の延焼拡大で
危険になったとき

広域避難場所
福祉避難所

火災や倒壊で
自宅に戻れないとき

避難所生活が困難な場合

地域防災拠点

自宅で生活できない人が避難生活をする場所
（青葉区では41か所が指定されています。）

●市内1か所でも震度5強以上を観測した場合に開設します。
●最低限の水や食料、救助活動に必要な資機材などを保管し
ています。
●地域防災拠点での避難生活は、避難者による相互扶助に
よって運営します。

青葉区地域防災拠点運営委員会連絡協議会 会長　関根 宏一さん
せきね こういち

　地域防災拠点の運営は、運営委員会を中心に
地域の皆さんの助け合いで成り立っています。
　皆さんも平時から自治会・町内会の防災活動
や各地域防災拠点運営委員会の訓練に参加し
てみてください。災害には、地域全体で助け合
う「共助」がとても重要になります。
　他の避難場所や自宅でも、地域の住民の皆さ
んで協力して避難生活を乗り越えましょう！

地震によって大火災が発生した
場合に、火や煙から身を守るため
に一時的に避難する場所
（青葉区近辺13か所）

高齢者や障害者などのうち、避難生活で特別な配慮が
必要である人のための二次的な避難場所

　近所の避難場所・地域防災拠点を知る
ために、まずはこれを見てみましょう。
自分の避難場所に一度歩いて行ってみて、
ルートや道中の危険箇所を確認するのも
いいですね。

point!

point!

　自宅で安全に避難できる
なら、あえて避難場所へ
行く必要はありません。

自宅で安全を
確保できる場合 からダウンロードできます。

いっとき避難場所

（自治会・町内会等、地域が独自に
取り決めています。）

身の安全を確保し、様子を見るため
一時的に避難する場所
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家の中の安全について考えてみる

身を守る行動について考えてみる

帰宅困難者一時滞在施設検索システム 検索

自宅にいるとき

帰宅困難者になってしまったら？

□ 大きな家具は倒れてこないよう
家具転倒防止器具で固定

□ 戸棚の扉が開かないように
留め金などをつける

□ 最低3日分、できれば 1週間分の食料・飲み水を確保する
　 （飲み水の目安：3日で9リットル/人）
□ 断水に備え、トイレパックを用意する（目安：3日で15回分/人）
□ 停電に備え、ポータブル電源や携帯電話等の充電用モバイル
バッテリーなどを用意する

□ 手の届くところに
　 懐中電灯やホイッスル
を備える

□ ガラス飛散防止フィルムを貼る
□ ガラス等の飛散に備え、
スリッパや軍手を用意

各家庭で備蓄を！

今回は、青葉消防団の一員として日頃から活動している、区内の大学生の皆さんに身を守る行動について紹介してもらいます。

□ 机やクッション、布団などで頭を守る
□ 丈夫な机の下に身を隠す
□ ガラスの破片などでけがをしないように
注意する

□ 慌てて外に飛び出さず、ドアや窓を開けて
出口を確保する

□ 可能な範囲で火の始末をする

スーパー・コンビニなどに
いるとき
□ 陳列棚の転倒や商品の落下に注意し、柱や
壁際に身を寄せる

□ 衣類や手荷物、買い物カゴを使って頭を守る

エレベーターに乗っているとき
□ 全ての階のボタンを押して、停止した階で
　 降りる
□ 閉じ込められたとき、非常ボタンや
　 インターホンで連絡をとり救助を待つ
□ 余震の可能性もあるため、避難に
　 エレベーターは使用しない

車に乗っているとき
□ 急ブレーキをかけず、ハンドルをしっかり
握り、徐々にスピードを落として道路わき
に停車する

□ 揺れがおさまるまで、車内のラジオなどで
情報収集する

□ 車を離れるときは、緊急で移動させること
もあるため、キーは車内に置いておく

屋外にいるとき
□ 自動販売機やブロック塀、電柱など倒れやすい
ものから離れる

□ かばんなどで頭を守り、看板や外壁など落下物
の危険性のある建物から離れる

□ 垂れ下がっている電線やガス漏れしている場所
には絶対に近づかない

□ 道路が液状化や地割れを起こしている場所には
近づかない

●むやみに移動しない
　地震発生直後には、路上や駅周辺で混雑が発生し、集団転倒などの危険があります。
また、道路の混雑により、救助・救急活動等の応急対策活動が妨げられる恐れもあります。
　職場や利用施設にとどまれる場合には、むやみに移動を開始せずその場で安全を確保
しましょう。
●帰宅困難者一時滞在施設を活用
　横浜市が指定している帰宅困難者一時滞在施設を利用してみましょう。
一時滞在施設では、トイレや飲料水の提供を受けることができます。
「一時滞在施設NAVI」を使って近く
の施設を検索することができます。

青葉消防団学生団員
春田 優月さん（日本体育大学）
はるた ゆづき

青葉消防団学生団員
加藤 まなみさん（國學院大學）
かとう こくがくいんだいがく

　災害発生直後は、食料品や
日用品の入手が難しくなります。
　家族構成に合わせた備蓄を
各家庭でしておきましょう。

　発災後の自宅での生活を想定しておきましょう。
　家の中で安全に生活できるよう、家具・家財の
安全を確保することが重要です。
　また、断水・停電といったライフラインが使用で
きない状況も想定して準備しておきましょう。

青葉消防団学生団員
金子 侑生さん（桐蔭横浜大学）
かねこ ゆうき とういん

　実際に大地震が発生すると、冷静に対応
するのは難しいものです。
　地震が起きた時に慌てず落ち着いて行
動するために、その場に合った身の安全を
守る方法を身に付けておきましょう。

　発災直後、まず最初に
すべきことは、身の安全の
確保です。
　発災直後だけでなくそ
の後の避難生活も想定し、
自分の身を自分で守る
「自助」について平時から
考えておきましょう。
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青葉区における

大規模災害時の医療体制

症状 受診する医療機関等

● 昭和大学藤が丘病院（藤が丘1-30）
災害拠点病院生命の危険性がある

とき、または生命の危
険が切迫しているとき

生命の危険はないが
入院を要する程度のとき

生命の危険がなく、
入院を要しないとき

重症者

中等症者

軽症者

区民の自助・共助による応急手当

● 横浜総合病院（鉄町2201-5）
● 市ケ尾病院（市ケ尾町23-1）
● 江田記念病院（あざみ野南1-1）
● 青葉さわい病院（元石川町4300）
● 横浜新都市脳神経外科病院（荏田町433）

災害時協力病院（７病院）
● たちばな台病院
　（たちばな台2-2-1）
● 緑協和病院
　（奈良町1802）

くろがね

応急手当で対応可能な軽度の負傷者

目印

目印

診
療
中

　区内の避難所等で、軽症者に対する応急医療や診療の補助を行います。
活動内容

　横浜市に在住または在勤の看護師・准看護師の有資格者で、発災
時に地域定点診療拠点で支援活動ができる人（病院勤務等で災害時
に職場に参集することになっている人は原則除く）

登録資格

　区内で震度６弱以上の地震が観測された場合に、区内で全41か所の地域防災拠点のうち12か所の地域防災拠点に併設し、

災害拠点病院 ・

　大規模な災害が発生すると、医療機関にたくさんの負傷者が集まって非常に混乱することが
予想されます。多数の負傷者の治療を効率的に行うためには、負傷者を重症度や緊急度など
によって分類し、治療や搬送の優先順位を決めること（トリアージ）が必要になります。
　より症状の重い人を優先的に 　　　　　　　　　　　　　　   で受け入れる必要がある
ため、青葉区では、医療関係団体と災害時の医療体制づくりを進めています。

災害時協力病院災害時協力病院

● 奈良小学校
● 田奈小学校
● 鴨志田緑小学校
● みたけ台中学校
● 青葉台中学校
● 谷本中学校

巡回診療

● 荏田西小学校
● あざみ野第二小学校
● あざみ野中学校
● 嶮山小学校
● 元石川小学校
● 美しが丘小学校

地域定点診療拠点（12か所）

地域防災拠点

※

けんざん

診
療
中

とは？とは？※※ 地域定点診療拠点

生命の危険がない
症状の時は…
まずはかかりつけ医
や、黄色の旗を掲げ
ている医療機関を受
診してください。

斎藤 太郎さん
さいとう 　  たろう

　登録申込票を、福祉保健課へ郵送もしく
登録方法

はご持参ください。登録申
込票は福祉保健課で配布し
ているほか、　　にも掲載
しています。

Q.なぜ登録をしようと思ったのですか？
東日本大震災の発災時、看護職として何か協力できないかと考え、東京都看
護協会の災害支援ナースに登録して、岩手県釜石市に派遣されました。そこで
は、避難所での巡回健康調査を行いました。その後、横浜市に引っ越し、広報
で募集の記事を読んだことをきっかけにYナースの登録をしました。

Q.防災訓練に出た感想は？
小学校の防災訓練で、トリアージ訓練を行いました。実際に医師の横に付い
て、バイタルサインなどの記録を行いました。医師の指示の下、書式に合わせ
て記録していけばいいので、初めてでしたが動くことができました。

Q.どのように地域に貢献していきたいですか？
自分の住んでいる周りのことは、みんなで協力して助け合っていきたい、とい
う思いがあります。

Q.登録を考えている人へ
災害のことも地域のことも、まずは知って、関心を持って、関わってみること
が大切だと思います。

　Ｙナースとして登録され、防災訓練に参加した人に
お話を伺いました。

Q.普段はどんなお仕事をされていますか？ 
これまで透析病院や重症心身障害児施設などに
勤務し、現在は重症心身障害児者のショートステイ施
設で働いています。

　大震災発生時に、あらかじめ登録された医師、薬剤師、市職員と共
に、横浜市防災計画に基づく「医療救護隊」として活動する看護職のこと
です。発災直後、まずは自分と家族の安全を確保し、その後、指定され
ている地域定点診療拠点に参集します。

とは

に聞きました！

災害時、あなたの
力を貸してください！

身近な場所で負傷者の応急医療を迅速に実施するため、医療関係者（医師会、歯科医師会、薬剤師会、柔道整復師会、Ｙナース）が参集し、
地域の人と協力して主に軽症者の診療を行う場所のことです。この取組は青葉区が医師会等と進めている区独自の取組です。

青葉区  災害時医療体制  Ｙナース 検索

・一般の診療所は、被災からおおむね
３日目以降、診療可能となった段階で、
「診療中」の旗を掲げ、診療します。

災害拠点病院

災害時協力病院、
地域定点診療拠点、
一般の診療所

黄色の旗

赤色の旗赤色の旗

特集 2　防災特集

2023（令和5）年 9月号 ／ 青葉区版8
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横浜市　災害時のペット対策 検索

飼い主同士の協力・
ペットの預け先の確保

　地域防災拠点の訓練への参加やご近所へ
の声かけで、飼い主同士で助け合う関係を
作っておきましょう。
　また、避難先への同行避難が困難な場合
に備え、事前に知人やペットホテル等、一時
預け先を確保しておきましょう。

　台風や地震などのさまざまな災害に備え、家庭ごとにペットとの
暮らし方を踏まえた対策を考えておきましょう。
　ペットの災害対策で大切なことを横浜市動物適正飼育推進員で
獣医師の松本 晃子さんに聞いてみました ！

ぺット 災害対策のすすめの

　災害対策は自助が原則です。大切なペットを守るために
必要な準備と対策を5つのポイントで説明します。
　特に共助として日頃から “ご近所 ”の飼い主同士で災害
時の協力や対策について話し合い、“ご近助 ”を作っておく
ことをお勧めします。

1ポ
イ ン ト

迷子札やマイクロチップの装着
　離ればなれになってしまった場合にも飼い主が分かるよう
に鑑札・注射済票（犬の場合）、迷子札、マイクロチップ等を
装着しましょう。

4ポ
イ ン ト

必要な物品の備蓄
　普段から使うものは少し多めに買い置きして、
古いものから使うローリングストックがおすすめです。

5ポ
イ ン ト

狂犬病予防接種・
各種ワクチンの接種、
ダニ・ノミの予防

　避難先で、他のペットに感染症を
広げない備えと
して大切です。

2ポ
イ ン ト

※市では、犬猫の
　マイクロチップ装着費用
の一部を助成しています。

狂犬病
予防注射済票

地域防災拠点へのペット同行避難
地域防災拠点については、６ページをご覧ください。

ペットは一緒に過ごせるの
　アレルギーや動物が苦手な人への配慮から、ペットは
人が生活するスペースとは分けられた「ペットの一時飼
育場所」で生活します。

ペットの一時飼育場所はどんな場所
　具体的な場所は拠点によって異なりますが、校庭や
ピロティ、動物の飼育小屋等多くの場合、屋外に設定
されています。清掃等は飼い主同士が協力して行います。

地域防災拠点にペット用の備蓄はあるの
　ペット用の備蓄はありません。必要なものは最低５日分
（できれば 7日分以上）は備蓄しておきましょう。

マイクロチップ

000-1234-5678
青葉

リーフ

迷子札

犬鑑札

「ペットのための防災手帳」を
用意しましょう
　区役所 3階 62番窓口で
お配りしています。

環境衛生担当　　978-2465　　978-2423

ペットと
飼い主の写真を
貼ってね！

動画も
見てね！

横浜市動物適正飼育推進員
松本 晃子獣医師

まつもと あきこ

CAT
FOODDOG

FOOD

キャリーバッグや
ケージ

フード・水
（できれば7日分以上）

服用中の薬

予備の首輪・リード
ペットシーツや
トイレ砂

ペットと飼い主の
情報を記載した
ペット手帳

PET
Sheet

登録している
連絡先等が正しいか
確認しておきましょう。

迷子札等と
マイクロチップ
両方あるとより安心！

どうなるの？

きんじょ

きんじょ

ペット手帳

守
れ
る
の
は

　  

飼
い
主
だ
け

ケージ等の中での
落ち着いた生活

　キャリーバッグやケージ、家族以外の人や
動物、生活音に慣らしておきましょう。
　しつけができていると、避難先でのトラブル
防止やペットのストレス軽減につながります。

3ポ
イ ン ト
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特集3

民生委員は、自治会・町内会から推薦され、民生委員法に基づき厚生
労働大臣から委嘱された無報酬の非常勤地方公務員です。また、民
生委員は児童福祉法に定める児童委員も兼ねています。
任期は3年で、活動の際は民生委員・児童委員証を携帯しています。
相談内容についての秘密を守るため、民生委員法に定められた守秘
義務があります。

　青葉区では、310人※の民生委員・
児童委員が、高齢者や障害のある人の見守
りだけでなく、子育て・介護などの福祉に関
する困りごとを行政や福祉の専門機関につな
ぐなどしています。区役所・社会福祉協議会・
地域ケアプラザとの連携・支援のもと、地域
福祉の担い手として活動しています。

※2023年７月現在  　

　地域の民生委員児童委員協議会ごとに、さまざまな活動を行っています。
　福祉のことでご相談がある場合は、お近くの民生委員・児童委員、主任児童委員または運営企画係にお問い合わせください。

運営企画係  　978-2433  　978-2419

主任児童委員 代表 三浦 尚美さん
みうら　 なおみ

青葉区民生委員児童委員協議会
会長 小嶋 優さん

こじま  まさる

※専門機関に紹介する際は、本人の同意を得て
　一部個人情報を提供することがあります。 民生委員・児童委員証

高齢者・障害者支援 子育て支援相談・訪問・見守り活動

横浜市版　　　　　  　　　　　
民生委員・児童委員キャラクター
「よこはまミンジー」



　この実証実験は、地域の皆さんの移動ニーズを把握し、
交通サービスとして事業化できるかどうかを検証する目的
で実施します。できるだけ多くの皆さんにご利用いただくこ
とが、将来にわたり持続可能な交通サービスにつながって
いきます。ぜひ積極的な参加登録とご利用をお願いします。
※利用には事前の登録が必要になります。

※実証実験の許可に向けた協議中のため、変更となる可能性があります。

都市整備局都市交通課　　671-3800　　663-3415

期間 ＜第一期＞9月15日～11月30日の月～金曜9時～20時（土・日、祝日は運休）
＜第二期＞12月1日～2024年3月15日の毎日9時～20時（運休なし）

利用方法 か電話予約

車両

運賃

割引

各地区ワゴン型車両１台
・9時～14時30分　乗客定員４人
・14時30分～20時　乗客定員６人（一部４人）

※12月29日～2024年1月３日は運休
一人１回乗車ごとに、大人300円、小児150円

連携施設（商業・医療等の店舗）の利用者に、
片道運賃が無料になる交通チケットを配布
予定

実証実験について

連携施設利用で
無料交通チケットを
発行します！

受付オペレーター

乗降場所

乗降場所

乗降場所

乗降場所

参考　デマンド交通のイメージ

実証実験の問合せはこちら
コールセンター
0120-112-513
受付時間  平日9時～20時
※第二期は全日受付

　私たちの生活に欠かせないごみ集積場所は、区内で
約7,000か所設置されています。

へら星人ミーオ＆「ヨコハマ３Ｒ夢」マスコット イーオ
スリム

利用する一人
ひとりの心がけ
が大切なんだ！

ごみはきちんと分
別して、決められ
た収集日の朝８時
までに出してね！

　青葉区では、川沿いのごみ集積場所のプラスチック対策
として、ごみ流出防止のためにネットの設置を始めました。
　ネットを設置することにより、プラスチックを始めとした
ごみが、河川へ流出することを防ぎます。

中里地区で先行実施しました！

※ネットの設置を検討される場合、まずはお住まいの地区の環境事業推進委員にご相談ください。

大城指導員

ごみ集積場所を利用する地域の皆さんだけで
解決が難しい場合は、資源循環局青葉事務所
にご相談ください。
現地を確認したうえで、地域の皆さんと協働し
て、どうしたらきれいなごみ集積場所にできる
のか、一緒に考えます。

資源化推進担当　　978-2299　　978-2413 / 資源循環局青葉事務所　　975-0025　　975-0028

気持ちよく利用できるごみ集積場所を目指しましょう!

川沿いに緑色の
ネットを設置しました。

環境事業推進委員
中里地区
会長 志田 健さん

し    だ  たけし

おおしろ

ごみ集積場所は誰が管理しているの？ プラスチック対策をスタートします！

こんなときはどうすればいいの？

「これは、どうやって分別するの？」と
疑問に思ったときは、「MIctionary」
ですぐに検索することができます。

「MIctionary」で
ごみの分別方法を検索！

ミクショナリー

　また、ごみ集積場所の清掃を含めた日常の維持管理を、
利用する皆さんで行っていただいています。

参加登録と乗降スポット等の情報は
ＬＩＮＥアカウントから！▶

※エリア内にお住まいの皆さんは、紙による
参加登録も可能です。８月下旬に申込用紙
を配布しています。

2023（令和5）年 9月号 ／ 青葉区版 11
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今月今月ののお知らせお知らせ
● 青葉区役所の開庁時間は8時45分～17時です。 
● 青葉区役所の宛先は、〒225-0024 市ケ尾町31-4です。

・AOBA INFORMATION・

募集・案内
■寺

じ け

家ふるさと村 里地里山入門講座
 9月16日、10月14日(土)(予備日10月15

日(日)）、11月11日(土)(予備日11月12日
(日)）、11月25日(土)9時30分～12時 全4回

 寺家ふるさと村　  18歳以上 15人
 9月11日から 

 (申込フォーム)  
 環境創造局農政推進課
 671-2608　  664-4425

■あおばマルシェの開催
　区内でとれた新鮮な農産物などの直売

 9月21日(木)11時30分～15時(売り切
れ次第終了)　

 区役所1階区民ホール 
※区役所駐車場は有料です。

 企画調整係
 978-2216　  978-2410

■たのしくて安全なキャンプ講座
　①キャンプ道具の選び方 
　②テント･タープの立て方、ロープワーク
　③薪

ま き

割り、火つけ、焚
た

き火の方法、後片
　　付け

 ①9月30日(土) ②10月21日(土) 
　 ③10月28日(土)各10時～12時

 日本体育大学横浜・健志台キャンパ
ス(鴨志田町1221-1)

 小学生以上 各30人
 各1,000円(小学生500円)
 ①9月20日 ②10月11日 ③10月18日

までに   
 日本体育大学社会貢献推進機構

スポーツプロモーション・オフィス 
 507-1263

■脱炭素を楽しく学ぼう
　ペロブスカイト太陽電池やシェアサイ
クルなどを楽しく学ぶブースを出展♪

 10月9日(月・祝)11時～16時
 たまプラーザ テラス  
 企画調整係　
 978-2216　  978-2410

■新
に い は る

治恵みの里 サツマイモ収穫体験
 10月14日(土)9時30分～12時30分

(予備日10月21日(土)13時30分～16時30分)
 にいはる里山交流センター(緑区新

治町887)　
 市内在住の個人、家族･グループ(4人

まで)30組　
 1組2,200円(保険料含む、サツマイモ

8株のお土産付き)　
 9月15日20時から新治恵みの里  
 北部農政事務所農業振興担当
 948-2480　  948-2488

●第286回
　お昼のミニコンサート
　あおば音楽ひろば
　区内在住のプロの音楽家によ
る演奏会

 9月20日(水)12時15分～45分
 区役所1階区民ホール
 高

た か は し

橋 絵
え り こ

里子
 ピアノソロ

　 【曲目】「月の光」ほか
 文化・コミュニティ係
 978-2295　  978-2413

区民ホールコンサート

スポーツ･健康づくり
■区民ハイク(初秋の三浦アルプス)

 9月24日(日)8時 市営地下鉄「あざみ
野駅」改札口集合
(雨天時10月1日(日)に延期)

 あざみ野駅～京急逗子・葉山駅～
仙
せ ん げ ん や ま

元山～大
お お み ね さ ん

峰山～森戸海岸～京急逗子・
葉山駅(初級コース・約13キロメートル）

 小学生以上(小学生は保護者同伴)
 雨具、手袋、ストック、軽登山靴、飲み

物、弁当、保険証
 500円(交通費等は各自負担)
 不要、直接集合場所へ。
 青葉区スポーツ協会ハイキング部 柳

やなぎ

 080-1361-8787
■ダンス講習会
　①入門 
　②初級 
　③種目別（経験者向け）

 ①10月2日･23日･30日、11月6日･13
日･27日、12月4日･11日(月)13時～15時 
全8回 
②10月4日･11日･18日･25日、11月1日･8
日･15日･29日、12月6日･13日(水)13時
～15時 全10回 
③10月6日･13日･20日･27日、11月10日
･17日･24日、12月1日･8日･15日(金)15
時～17時 全10回

 青葉スポーツセンター
 18歳以上の市内在住の男女 

①②各10人 ③各20人　
 ①4,000円 ②5,000円 ③6,000円(全

回分)　
 動きやすい服装、ダンスシューズ
 9月15日～25日に  で青葉区ダンスス

ポーツ連盟 西
にしむら

村(  080-6608-1225)へ。  

文化・芸術
■青葉区シニアいきいき芸能大会
　出演者募集
　踊り、唄(カラオケ･民謡)、詩吟

 11月23日(木･祝)10時～15時30分
 青葉公会堂　
 60歳以上の区民 20組

子育て
■保育・教育コンシェルジュに
　聞いてみよう！
　保育所の申請が初めての人へのミニ
相談会

 9月5日・26日(火)各14時～15時
 福祉保健センター1階⑫番  
 保育所入所申請を検討する保護者

(相談は1組10分まで)
 保育担当
 978-2428　  978-2422

■あおばの食育(予約不要)
 福祉保健センター1階⑨番前
 母子健康手帳
 健康づくり係
 978-2441　  978-2419

●プレ離乳食(4か月児健診と同日開催)
 9月26日(火)14時～15時受付
 5～6か月児と保護者
 離乳食の始め方、進め方

●パクパク幼児食
(1歳6か月児健診と同日開催)

 9月14日・28日、10月5日(木)各14時～
15時受付　

 1～2歳児と保護者
 完了期から幼児食への進め方の展示

や食生活相談
●幼児期の食育(3歳児健診と同日開催)

 9月29日、10月6日(金)各14時～15時
受付

 3歳～未就学児と保護者
 幼児食についての展示や食生活相談

■ニコニコピカピカ歯みがき教室
 9月28日(木) ①9時30分～10時 

②10時30分～11時
 福祉保健センター1階⑬番
 0～1歳5か月児と保護者 各7組
 歯ブラシ、母子健康手帳
 実施日の1か月前から  か  で

健康づくり係(  978-2441　  978-2419)
へ。  
■小児科医による子育て講演会
　「知っておこう！乳幼児の病気・ケガのこと」
　(Zoomによるオンライン配信)

 10月4日(水)13時30分～15時
 区内在住で0～3歳(開催日時点)の子

の保護者、妊娠中の人 100組
 9月2 7日まで に   (申込

フォーム)  　  子育て支援担当
 978-2456　  978-2422

■プレパパ・プレママクラス
 ①10月14日(土)受付9時30分～40分

(終了予定11時30分) ②10月25日(水)
受付8時50分～9時(終了予定11時30分)

 ①ラフール 
②福祉保健センター1階⑮⑯番　

 区内在住で初めて父親・母親(当日妊娠
30～35週まで)になる人 ①12組 ②16組

 育児体験実習(沐
も く よ く

浴、衣類交換)ほか
 9月15日までに   
 子育て支援担当
 978-2456　  978-2422

福祉・保健
■結核予防について
　9月24日～30日は結核予防週間です。

「せき」や「たん」が2週間以上続いたら、
早めに医療機関を受診しましょう。
●高齢者結核健診

 9月27日(水)13時30分～15時30分
 福祉保健センター1階⑬⑭番
 区内在住で65歳以上の立位が取れ

る人 20人(自覚症状がなく、胸部エック
ス線検査を受ける機会がない人)

  で健康づくり係
(  978-2440　  978-2419)へ。  
■若者のための専門相談
　不登校やひきこもりなどの問題につ
いて、相談を受け付けています。

 9月25日(月)、10月10日(火)各13時30分
～16時20分(相談時間50分・予約優先制)

 福祉保健センター2階相談室
 市内在住の15～39歳の人と家族
  でよこはま北部ユースプラザ

(  /  948-5505)へ。
■ひきこもり等の
　若者支援セミナー・相談会
　①セミナー ②個別相談会

 9月27日(水)14時～16時45分
 区役所4階会議室　  市内在住の15

～39歳の人と家族 ①30人 ②6組
  か  を明記し、  でよこはま

北部ユースプラザ(  /  948-5505
 mail@kitapla.jp)へ。  

■脳卒中予防のためのストレス管理
　脱コロナに向けた「意識」と「生活」の改善

 10月12日(木) 10時～12時
 区役所4階会議室　
 100人　  9月11日から 

 (申込フォーム)か  か  を
明記し、  で高齢者支援担当
 (  978-2452　  978-2427 )へ。  
■がん検診の日程【肺がん検診】

 10月13日(金)午前(予約時に時間指定)
 福祉保健センター1階
 680円(無料になる場合あり)
 9月29日～10月4日に  で

健康づくり係(  978-2438～41)へ。
定員になり次第締切り

■乳幼児歯科相談
 10月23日(月)13時30分～14時30分
 福祉保健センター1階⑬番
 0歳～未就学児 25人
 歯ブラシ、母子健康手帳
 むし歯チェック、個別相談など

(妊産婦歯科相談も同日開催 ※妊娠中
～産後1年未満の人対象)

  でこども家庭係(  978-2459　
 978-2422)へ。  

■青葉区シニア社交ダンスの集い
 10月11日(水)12時30分～15時30分
 青葉スポーツセンター 
 60歳以上の区民 200人 
 青葉区老人クラブ連合会事務局
 972-3076

 1人500円(青葉区老人クラブ会員は
1人100円)

 区役所2階34番窓口か「ふれあい青
葉」で申込書を入手の上、必要事項を
明記し、郵送か持参して青葉区老人クラ
ブ連合会事務局(〒225-0024 市ケ尾町
1169-22「ふれあい青葉」内 

 /  972-3076)へ。9月29日    

　講演会後にミニコンサートあり♪
 10月26日(木)14時～16時
 青葉公会堂
 橋

は し な か

中 今
き ょ う こ

日子さん（介護
者メンタルケア協会代表）

 10月25日までに  (申込フォー
ム)か  で高齢者支援担当
(  978-2449　  978-2427)へ。

がんばらない介護 講演会

■毎月11日以降のお知らせを掲載しています。 ■先着順のものは、毎月11日から受け付けます。 ■特に記載のないものは、参加料無料です。
■掲載中のイベント等は中止・延期、内容が変更になる場合があります。事前にご確認ください。

必要事項（行事名、〒住所、氏名（ふりがな）、電話番号、往復はがきの場合は返信面） 氏名（ふりがな）〒住所

申込み 問合せ保育講師・出演者 内容費用日時・期間 対象・定員会場先着 抽選 持ち物コース当日直接
年齢 窓口Eメール（アドレス） 返信用はがき持参往復はがき 必着電話（番号） ファクス（番号） はがき 消印有効

アイコンの見方（各ページ共通）
ウェブページ



2023（令和5）年 9月号 ／ 青葉区版12 2023（令和5）年 9月号 ／ 青葉区版 13

施設施設からのからのお知らせお知らせ

■あざみ野ブックカフェ
　認知症対策の新常識

 9月14日(木)18時30分～20時
 20人　
  

■みんなでつくるやさしいまち
　①オレンジライトを灯そう 
　　キャンドルホルダーづくり
　②認知症サポーター養成講座

 9月16日(土) ①13時～14時30分 
②15時～16時30分 

 ①小学生以上 16人(未就学児は保護
者同伴) ②高校生以上 20人

   
■図書館でハマトレ

 9月21日(木)10時～11時　   
■大人のためのおはなし会

 9月24日(日)14時～15時30分
 高校生以上 20人
 9月11日9時30分から  か   

■大人の倶楽部活動 街歩き編　
　「牛

う し ご め

込の獅
し し ま い

子舞」
 10月7日(土)14時 山内図書館集合

(2時間30分程度)　  15人
 9月11日9時30分から  か   

〒225-0011 あざみ野2-3-2
 901-1225　  902-4492

休館日:9月19日(火)

山内図書館

■①奈良町第三公園 
　②奈良山公園

 9月5日･19日、10月3日(火) 
　①各13時40分～14時20分
　②各14時50分～15時35分

本の予約・問合せは中央図書館サービス課  
 262-0050   231-8299

※荒天中止（13時30分以降サービス
課へ電話確認を）

移動図書館「はまかぜ号」

■心とからだを整える産後のセルフケア
 10月13日(金)10時～11時30分
 産後2か月以降の女性 16人(生後210

日までの子は同伴可)
 1,000円
 9月11日から   

■あざみ野サロン 映画上映『波紋』
　現代社会が抱える問題に翻弄される女
性と家族を描いた荻

お ぎ が み

上 直
な お こ

子監督最新作
 10月21日(土) ①10時～12時10分 

②14時～16時10分　
 各90人　
 各1,000円
 9月11日から  か  か   

■親子のひろば「ひろばdeアート」
　季節のイベントブースを背景に家族
の写真を撮影

 10月22日(日)10時から、10時30分か
ら、11時から、11時30分から、13時30分
から、14時から、14時30分から、15時から

 未就学児の親子 各3組
 各1,000円　

〒225-0012 あざみ野南1-17-3
（アートフォーラムあざみ野内）

 910-5700　  910-5755
休館日:毎月第4月曜
※保育あり（予約制・有料） 1歳6か月～
　未就学児、４日前までに子どもの部屋

（  910-5724(9時～17時)）へ申込み

男女共同参画センター横浜北

■高齢者健康体操
　(木曜コース・金曜コース)後期

 ①10月12日～2024年3月21日の木曜 
②10月13日～2024年3月22日の金曜 
各10時～11時30分 各全18回 
※詳細は要問合せ

 区内在住のおおむね65歳以上 各80人
 各3,000円(全回分、保険料含む)
  、性別、希望のコースを明記

し、  か  9月22日   
■おはなしやぴっころ

 10月12日(木)10時30分～11時
 未就学児と保護者
  

〒225-0011 あざみ野2-3-2
 901-8010　  901-5544

休館日:毎月第3月曜(祝日の場合は翌平日）

山内地区センター

〒225-0001 美しが丘西3-60-15
 903-9204　  903-9206

休館日:毎月第3火曜(祝日の場合は翌平日）

美しが丘西地区センター

■エレナのおはなし会
 9月28日(木)11時～11時45分
 未就学児と保護者 10組
 200円
 9月11日10時から  か   

■大人向け読書スタンプラリー
　スタンプを5個集めて素

す て き

敵なしおりと
交換しましょう♪

 10月1日(日)～11月27日(月) 
※景品がなくなり次第終了

  
■手作りお菓子講座
　秋におすすめ2種類のデザート

 10月20日(金)13時～15時30分
 16人　  1,500円
 9月11日10時から  か   

■第1回 欧州へ旅立ちませんか？
　「欧州の魅力とウォーキング」

 10月25日(水)10時～12時
 20人　  300円
 9月11日10時から  か   

■放課後こどもくらぶ
　「もうすぐハロウィン！かぼちゃ
　オバケのお菓子入れを作ろう」

 10月25日(水)15時30分～17時
 小学生 10人　  200円
 9月12日10時から  か   

〒225-0024 市ケ尾町31-4
 978-2400　  978-2420

休館日:毎月第3月曜(祝日の場合は翌平日)

青葉公会堂

■歌声カルテットの昭和歌謡コンサート
 10月3日(火)14時開演(13時開場)
 前売り2,500円、当日3,000円(全席

自由)　
  か  

 (共通)9月11日から  か  か   

〒227-0043 藤が丘1-14-95
 972-7021　  972-7031

休館日:毎月第4火曜(祝日の場合は翌平日）

藤が丘地区センター

■認知症サポーター養成講座
 9月29日(金)10時～11時30分　
 30人

■四季をめぐるコンサート・秋
　～ジャズで聴く秋の名曲～

 10月7日(土)14時～15時　
 50人
 得

と く だ

田 サトシ、入
い り ふ ね

船 ゆうじ
■自分で作るおやつ
　大学芋とじゃがいももち

 10月21日(土)10時～12時30分
 小学生 18人　
 500円

■大人のためのおはなし会－秋語り－
 10月23日(月)10時30分から
 30人

■第２回簡単手づくりパン講座
　チーズリング＆かぼちゃパン

 10月26日(木)10時～13時
 12人　  1,500円

〒225-0016 みすずが丘23-2
 974-0861　  974-0862

休館日:毎月第2火曜(祝日の場合は翌平日）

大場みすずが丘地区センター

■素
す て き

敵に和食御膳
 9月22日(金)10時～12時30分
 10人　  1,700円
 9月11日から   

■パン作り入門講座
　ナッツベリーパン＆かぼちゃスープ

 10月6日(金)10時～13時
 8人　  1,500円　
  を明記し、  か  9月24日
  

■男のヒルメシ！
 10月16日(月)10時～12時30分
 男性 12人　
 2,000円
 9月11日から   

■街の中の小さなおんがく会
　サックスとピアノのロビー演奏

 9月29日(金)13時～14時
 60人　
   

■親子空手体験教室
 10月1日･8日･15日(日) ①9時10分～10

時15分 ②10時30分～11時35分 各全3回

〒227-0045 若草台20-5
 961-0811　  961-1632

休館日:毎月第2月曜(祝日の場合は翌平日）

若草台地区センター

 9月20日から  で子どもの部屋
(  910-5724)へ。  
■講演会 ジェンダーとアート 
　バズったアニメからみるジェンダー意識

 10月22日(日)14時～16時
 50人　
 1,200円
 9月14日から  か  か   

 園児～小学校3年生と保護者 各7組
(園児は保護者同伴)

 親子1,200円、子どものみ600円(全回分)
 9月12日9時から  、10時から   

■日本体育大学見学
　「横浜・健志台キャンパスツアー」

 10月12日(木)9時30分～11時30分
 20人　
 500円(保険料含む)※終了後、学生食

堂で昼食を予定(各自負担)
 9月12日9時から  、10時から   

■青葉区西部の郷土史探訪
　「村絵図と見比べながら
　寺

じ け

家ふるさと村を歩く」
 10月16日(月)9時30分 寺家ふるさと

村集合(2時間30分程度、雨天時は10月
23日(月)に延期)　  15人

 500円(保険料・資料代含む）
 9月12日9時から  、10時から   

■秋の園芸講座
　「牧野記念庭園を訪ねる」

 10月30日(月)9時 東急田園都市線
「青葉台駅」改札口集合（7時間程度）

 15人　  500円(保険料含む、交通費
等自己負担)　

 9月12日9時から  、10時から   

■みんなで脳活レク 
　元アナウンサー直伝！ 正しい呼吸で正
しく発声

 10月12日(木)13時30分～15時(13時
開場)　

 65歳以上 40人
 9月11日10時から  か   

■おりがみの時間
 10月26日(木)10時～10時45分
 15人　
 9月11日10時から  か   

■ハロウィンの3Dカード作り
 10月28日(土)13時30分～15時
 小学生 10人　
 200円
 9月11日10時から  か   

〒227-0036 奈良町1843-11
 963-5380　  963-5381
 nara-kouza@jcom.zaq.ne.jp

休館日:毎月第2火曜(祝日の場合は翌平日)

奈良地区センター

■デューク更
さ ら い え

家式健康“美”ウォーク
 9月26日(火)10時～11時30分
 50人(子連れ不可)　
 500円(保険料含む)　
 9月11日10時から  か  か  

を明記し、   
■大人も聴きたい！おはなしのくに

 9月27日(水)10時30分～11時30分
 15人　
 9月11日10時から  か   

■JAZZナイト！
 9月30日(土)18時～19時40分
 40人　
 9月11日10時から  か  か  

を明記し、   
■エアロ★ナイト

 10月14日・28日、11月11日・25日、12
月9日(土)18時15分～19時15分 全5回

 18人(子連れ不可)
 2,500円(全回分、保険料含む)
 9月11日10時から  か   

■わんぱくホリデー
　ハロウィンかぼちゃのアレンジメント

 10月22日(日)10時～11時30分
 小学生 10人　
 800円
 9月11日10時から  か   

〒225-8530 新石川2-1-15
たまプラーザテラス リンクプラザ4階

 910-5211 　  910-5231
休館日：毎月第4月曜

たまプラーザ地域ケアプラザ

■ミュージックキャラバン 
　秋のコンサート
　國

こ く が く い ん

學院大
だ い が く

學学生音楽サークルによる
演奏♪

 10月15日(日) ①10時～10時30分 
②11時～11時30分 ③13時～13時40分

 ①0～2歳児の親子 ②3歳～未就学児
の親子 ③小学生以上 各30人　

 9月15日10時～28日16時に ①②  
③  か    
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 (共通)9月11日から  か   

■人形劇公演スペシャル！
 10月14日(土)11時～12時　
 小学生以下の子と保護者 25人　
 100円

■秋の絵手紙
　～こころのままにかきましょう～

 10月17日(火)10時～11時30分
 10人　
 700円

■親子クラフト
　～ハロウィンブレスレット～

 10月21日(土)10時～11時　
 小学生以下の子と保護者 10組　
 100円

■おはなし☆パラダイス！
 10月24日(火)10時30分～11時
 幼児と保護者 8組

■放課後学習応援団
　漢字クイズや簡単な四則計算など
楽しく勉強してみませんか？

 10月24日(火)･25日(水)･27日(金) 
各16時～16時45分

 小学生 各1人(同学年の友達1人まで)

〒225-0012 あざみ野南1-4-1
赤田東公園内　 /  479-1149
休館日:毎月第2水曜（祝日の場合は翌平日）

荏田コミュニティハウス

 (共通)9月11日から  か   

〒225-0021 すすき野1-8-21
 909-0071　  909-0072

休館日:毎月最終日曜

すすき野地域ケアプラザ

■介護者のつどい～ケアラーズcafe～
 9月20日(水)19時～20時
 介護者 8人

■共読講座
　～認知症の絵本をみんなで読む～

 9月23日(土・祝)10時～12時
 20人

■秋のコンサート
　懐かしのフォークソングを歌う♪

 10月15日(日)11時～12時
 50人　
 9月11日から  か   

■絆カフェ2023 第2回　
　マスキングテープを使った季節の
カード作り

 10月17日(火)10時～11時30分
 10人　
 100円
 9月11日から  か   

■リボンで作る
　ハワイアンリールストラップ

 10月30日(月)9時30分～11時30分
 6人
 1,000円
 9月11日から  か   

家庭で食べきれず余っている食品を
フードドライブにお裾分けしませんか？

〒227-0062 青葉台2-25-4
 981-1400　  981-9883

休館日:毎月末日

青葉台コミュニティハウス「本の家」

〒225-0014 荏田西1-4-2
荏田富士塚公園内    /  507-1213 
休館日:毎月第4月曜（祝日の場合は翌平日）

荏田西コミュニティハウス

〒227-0064 田奈町76(青葉区区民交
流センター内)

 989-5266　  982-0701 
休館日:毎月第4日曜

青葉国際交流ラウンジ

■2023年度 後期外国語教室
　受講生追加募集

 10月～2024年3月
①英会話初級A(金曜)9時50分～11時20分
②スペイン語入門(木曜)9時50分～11
時20分
③中国語入門(金曜)18時45分～20時15
分 各全18回 ※詳細は  

 各数人程度
 18,000円(全回分、テキスト代別途)
  、希望クラスを明記し、  

9月22日   
■第11回 高橋先生の英会話
　スキルアップ講座
　エンターテイメントで学ぶ英語

 10月15日(日)13時30分～15時30分
 25人　
 500円(学生は無料)

■こどもミュージカル体験教室
 10月1日･8日･15日･29日、11月5日･

12日(日)13時～14時30分 全6回
 小学生～中学生 15人
 3,500円(全回分、保険料含む)
 9月11日から  か   

■ハロウィンお楽しみ会
　人形劇でハロウィンを楽しもう！

 10月9日(月・祝)10時～11時
 幼児と保護者 10組
 9月11日から  か   

■おはなしの部屋
 ①10月11日(水)15時30分～16時 

②10月25日(水)10時30分～11時
 親子 各10組
 9月11日から  か   

■青コミプレミアムコンサート
　N響のバイオリン奏者による極上の
音楽

 10月22日(日) ①10時30分～11時30分 
②14時～15時　

 各50人
 9月11日から   

■青コミカフェ(健康カフェ)
 10月25日(水)10時～11時30分
 10人
 500円(飲み物付き)
 9月11日から  か   

■秋のナイトヨガ
 10月5日･12日･19日･26日(木)

18時30分～19時30分 全4回
 高校生以上の初心者 20人
 1,600円(全回分、保険料含む)
 9月11日から  か   

■えだにし科学実験隊2023 第3回
　「こまを作って遊ぼう」

 10月9日(月･祝)9時15分～11時30分
 小学生 20人(1･2年生は保護者同伴

可)　
 200円(保険料含む)
 9月23日から  か   

 (共通)  か  、  、学年、性
別を明記し、  9月1日～15日   

〒225-0025 鉄町1380
 973-2701　  972-1093

くろがね青少年野外活動センター

■①大人のソロキャンプE・F
　②大人のたき火カフェE・F

 ①E:10月25日(水)～26日(木) 
F:11月8日(水)～9日(木)各16時～翌11時 
②E:10月25日(水) 
F:11月8日(水)各18時～20時

 20歳以上 各5人
 ①1人6,000円(保険料含む、別途有料

レンタル品あり) 
②1人2,000円(保険料含む)
■家族でテントE・F

 E:10月28日(土)～29日(日)
F:11月18日(土)～19日(日)各14時～翌11時

 小学生と家族 各6家族
 1家族13,000円(保険料含む、別途有

料レンタル品あり)
■たき火でBBQ night D・E

 D:10月28日(土) E:11月18日(土)
各15時30分～19時30分

 小学生と家族 各6家族
 1家族3,500円(保険料含む、たき火台

持込みの場合は3,000円)

 資源化推進担当　  978-2299　  978-2413

〒227-8555 青葉台2-1-1
東急スクエア本館5階

 985-8555 　  985-8560
 チケットセンター　  982-9999

休館日：毎月第3水曜　定員500人
※未就学児入場不可

（9月19日、10月10日を除く）

青葉区民文化センター フィリアホール

■地域に届け♪ロビーコンサート
　～ヴィオラ・ダ・ガンバデュオ～
　シニア世代の人や子ども、ハンディの
ある人も♪

 9月19日(火)14時～15時　  60人 
 お気持ち箱に好きな金額を入れてく

ださい。
 9月11日から  か   

■0歳からのキッズのための
　プチコンサート

 10月10日(火)①10時30分開演
②11時45分開演

 各100人
 各500円（0歳から）
 池

い け ば

羽 由
ゆ う

(ボーカル)、宮
み や は ら

原 健
け ん い ち ろ う

一郎(ボー
カル)、青

あ お き

木 佑
ゆ う ま

磨(ピアノ)
 9月11日から  か   

■ランチタイム・コンサート・シリーズ 
　第72回
　中

な か が わ

川 優
ゆ め か

芽花 ピアノ
 10月25日(水)11時30分開演
 全席指定1,500円
   か  か  

 青葉区社会福祉協議会　  972-8836　  972-7519

あおばチャリティコンサートの会様、株式会社横浜銀行たまプラーザ支店様、
有限会社大

だ い し ん

真様、𠮷
よ し む ら

村 春
は る み

美様、匿名１件
ありがとうございました。

 9月11日9時30分から  か  か
 を明記し、 

 (event-aoba@c04.itscom.net)  

へら星人ミーオ

【受付可能な食品】
常温保存可能で、賞味
期限が2か月以上残っ
ている未開封のもの

「ヨコハマ3
スリム
R夢！」

マスコットイーオ

【受付場所】
区役所4階74番窓口、
資源循環局青葉事務所

〒225-0014 荏田西2-14-3 
ハーモス荏田2階

 910-1985　  910-0106
休館日:日曜

ほっとサロン青葉

■出前サロン in 地域ケアプラザ
　メンタルの相談、交流の場の出前です。
誰でも参加できます。(予約不要)
※詳細は  
■ぼくらの情報館Ⅰ、Ⅱ
　当事者･家族が語り合う場

 Ⅰ:9月2日･16日(土)各13時30分～15時 
Ⅱ:10月7日･21日(土)各10時30分～12時
(出入り自由)　

 Ⅰ:発達障害児･者、家族ほか 
Ⅱ:精神障害者、家族ほか ※子連れ可　

   
■①就労相談 ②医療相談

 ①9月21日、10月19日(木)14時から 
②9月22日、10月27日(金)13時30分から

 ①精神障害者で就労を希望する人 
②精神障害者、家族、支援者、地域の皆
さん　

  か  

〒225-0023 大場町383-3
 975-0200　  979-3200

休館日:毎月第3月曜

大場地域ケアプラザ

■キャンドルナイト
　幻想的な灯

と も し び

火をお楽しみください。
 9月1日(金)～30日(土)日没後
  

■終
しゅうかつ

活講座
　「福祉用具の選び方・使い方」

 10月11日(水)10時～11時
 35人　
 9月11日から  か   

■フィリアホールのコンサートへ
　抽選でご招待します！　

　土曜マチネシリーズ 第3回 
三
み う ら

浦 謙
け ん じ

司ピアノ・リサイタル
 10月7日(土)14時開演
 区内在住 10組20人
  を明記し、  でフィリア

ホールへ。9月19日    
※1人1回の応募のみ有効。抽選結

果は9月下旬に発送します。
※抽選に外れた人にも、公演チケッ

ト割引の案内を送ります。

■ほっとサロン青葉自立支援講座
　①就労支援 ②就労移行支援 
　③生活困窮

 ①9月26日(火) ②10月6日(金) 
③10月18日(水)各10時30分～12時

 各20人　  9月11日から  か  
■家族のつどい

 10月7日、2024年2月3日(土)
各13時30分～15時

 精神疾患･障害のある人の家族 各10人
 9月11日から  か    
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青葉６大学 地域貢献活動紹介
本連載では、８月号から2024年１月号（全６回）で各大学の地域貢献活動の取組を紹介していきます。

　体育・スポーツを中心に、教
育と研究の成果を講座という
形で地域の皆さんに公開して
います。例えば、スポーツキュ
アセンター横浜・健志台接骨
院（実習 施 設、一 般 利 用可）
で は、９月 以 降 に「日 体 大
ウォーキング」「腰痛さような
ら体操教室」の開催を予定し
ています。

日体大スポーツフェスタの様子

公開講座を開催しています

ボランティア活動を行っています

日本体育大学Vol.2
にっ    ぽん   たい    いく    だい    がく

横浜・健志台キャンパス（鴨志田町１２２１－１）

腰痛さようなら体操教室の様子

公開講座の詳細はこちら

ケアプラザでの学習支援、
見守りの様子

　日体大生は、学校や地域施設等において
体育・スポーツ活動等支援を行っています。
ボランティア派遣のご依頼はスポーツプロ
モーション・オフィスまでご連絡ください。
　 shakaikouken@nittai.ac.jp
　  

■たんぽぽフリーマーケット
 9月10日･17日(日)･18日(月･祝)･23日

(土･祝)･24日(日)各9時30分～16時 
※雨天中止　

 中央広場　   
■けん玉教室

 9月23日(土･祝)13時～15時 
　※雨天中止

 中央広場　   
■ヨーヨー教室

 9月24日(日)13時～15時 ※雨天中止
 中央広場　   

〒227-0036 奈良町700
961-2111　  962-1366

休園日：毎週水曜（祝日の場合は開園）
入園料：大人600円、小・中学生200
円、幼児（3歳から）100円、65歳以上
平日のみ300円（要証明提示）
※行事の詳細は   参照

こどもの国

〒227-0062 青葉台1-4【6階】
981-3306　  981-3307

　　　　　サテライト
〒225-0024 市ケ尾町1152-25【1階】

979-1360　  979-1361
(共通)休館日:日・月曜、祝日(月曜が祝
日の場合は翌火曜も)
ひろば開催時間：10時～16時

 印講座への参加は、登録・「ひろ
ば」受付を済ませてから

 → ラフール開催
 → ラフールサテライト開催

青葉区地域子育て支援拠点

■ショーケースギャラリー 
　太

お お た

田るなシャワ展
　記憶やアーカイブ、複製をテーマに制
作する作家の作品を展示

 9月23日(土･祝)～12月10日(日)9時～
21時　   
■ファミリーワークショップ
　ハロウィンコロコロゲームをつくろう ！

 10月22日(日)①10時30分～11時30分 
②13時30分～14時30分

 小学生以下の子と保護者 
各10グループ(1グループ5人まで)

 1グループ 1,000円(材料費含む)
 10月6日までに   

〒225-0012 あざみ野南1-17-3
(アートフォーラムあざみ野内)

910-5656　  910-5674
休館日:毎月第4月曜

横浜市民ギャラリーあざみ野

■多文化サロン「ことばあそび」 
  9月12日(火)14時～14時30分
 外国籍またはテーマに興味のある

0歳～未就学児と家族、妊婦と家族
 情報交換、交流
 前日までに  か  か  

■専門相談員がいる日 
　①発達相談員 
　②歯科衛生士 
　③助産師 
　④臨床心理士

 
①  9月12日(火)14時～16時 
　  10月7日(土)14時～16時
②  9月15日(金)10時30分～12時
 　  9月21日(木)10時30分～12時
③  9月26日(火)14時～15時30分
　  10月3日(火)14時～15時30分
④   10月6日(金) 10時30分～12時30分

 0歳～未就学児と家族、妊婦と家族
  

■プレパパプレママ向け企画 
　①妊娠期向け 赤ちゃんを迎える準備会
　②プレパパプレママの子育てプチ体験
　　＆パパ・プレパパ座談会
　③プレママちょこっと見学デイ

 
①  9月13日(水)14時～15時30分
　  9月27日(水)14時～15時30分
②  9月16日(土)10時～11時30分、
14時～15時30分 
③  10月4日(水)11時30分～12時30
分(出入り自由)

 35週までの妊婦とパートナー
 ①沐

も く よ く

浴体験、子育てすごろく 
②ミルクづくり、おむつがえ、妊婦ジャ
ケット体験、交流と情報交換 ③施設見学

 ①②前日までに  か  ③  
■横浜子育てサポートシステム
　入会説明会
　地域で子どもを預けたい人と預かる
人をつなぐ会員制の制度

  9月14日(木)14時～15時
　  9月15日(金)･21日(木)、10月3日
(火)各10時～11時

 子どもを預けたい人、預かる人
 前日までに横浜子育てサポートシス

テム青葉区支部専用電話(  482-5518)
か  か  
■ラフールミニひろば＠青葉台東急
　スクエアキッズスペース

 9月22日(金)11時～12時30分
 青葉台東急スクエアSouth-2 6F 

キッズスペース
 0歳～未就学児と家族、妊婦と家族、

区民　
 子育て情報の提供と相談
 

　伝統の応援「エッサッサ」や一糸乱れぬ
「集団行動」は必見です。

 11月15日(水)18時30分～20時
(開場16時30分)

 横浜アリーナ
 900人
 9月1日～10月6日に  （申込フォーム）か  、参加者全員の 
 を明記し、  で企画調整係(  978-2216   978-2410)へ。  

※1回の申込みにつき、4人まで申込み可

「日本体育大学 第60回体育研究発表実演会」に「日本体育大学 第60回体育研究発表実演会」に
区民の皆さんをご招待！区民の皆さんをご招待！
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「広報よこはま」・「県のたより」は自治会・町内会などを通じて配布しています。

×
障害者支援担当　　978-2453　　978-2427 / 健康づくり係　　978-2440　　978-2419

健康づくり係　　978-2438　　978-2419

横浜市　禁煙NOTE  検索

　皆さんの周囲にはさまざまなきっかけで悩み、打ち明けられず追い詰
められてしまっている人がいるかもしれません。
　ふと立ち止まって、悩んでいる人や、周囲の「いつもと違う」様子や
サインに気付いて、声をかけることが大切です。今回はゲートキーパー
についてご紹介します。

ゲートキーパーとは？
　悩んでいる人がいる時、そのサインに気付き声をかけ、話
を聴いて必要な支援につなげ見守る人です。
　特別な資格はいりません。意識することから誰もがゲート
キーパーになれます。

• 「いつもと違う様子」に気付く。

• 声をかける。

• 本人の気持ちを尊重し、否定しない
で耳を傾ける。

• ねぎらいの気持ちを伝える。
  「話してくれてありがとう」
  「大変でしたね」
  「今までよくやってきましたね」

• 相談窓口について本人に丁寧な
情報提供をする。 横浜市　生きる  検索

相談窓口の検索はこちらからも

け
　健康診断で「糖尿病の気がある」と指摘されたな…。
今は痛くもかゆくもないけど、糖尿病を予防するため
に、何をしたらいい？

• 血糖値が高いと言わ
れたことがある
• 肥満気味
• 糖尿病の親・兄弟・
   姉妹がいる
• 40歳以上          など

もっと詳しく
知りたい人

無料
予約制

知ってトクする糖尿病予防セミナー
～血管をしなやかに保つための入門講座～

日時
会場
内容

対象
申込み

申込み

対象

10月5日(木)9時30分～11時30分(受付9時から)
福祉保健センター1階⑮⑯番
医師の講話「糖尿病とは」、保健師の講話「健診結果の見方」、
栄養士から紹介「取組のコツ」
74歳以下の血糖値が高めの区民と家族25人

糖尿病など生活習慣病や健診結果が気になる人
　か

健康相談
区役所の保健師・栄養士・歯科衛生士があなたの頑張りをサポート！
生活習慣の見直し方、あなたと一緒に考えます（毎月2回）。

糖尿病予防のための生活習慣見直しのヒント

食事

● 欠食、大食い、早食いはやめる。

運動
● まずは、今より10分多く
歩くよう心がける。

禁煙
● 喫煙は血管がダメージを
受けるため、禁煙外来、

健康診断
● 年1回は健康診断を受けて
体のチェックをする。

● 血液検査の結果が要注意のと
きは、医療機関に相談する。

● お菓子や甘い
  飲み物は控える。

● 野菜➡肉・魚➡米・麺の順に
血糖値の上がりにくい食べ方
を意識する。

詳しくは
「あおば健康ス
タイルブック」を
ご覧ください。

ポイント ポイント ポイント

「頑張ろう」「あなただけじゃない」
など安易な励ましや否定はやめましょう。

区役所１階にてパネル
展示も行っています！

・エレベーターを  
  使わず階段を使う。

表情が乏しくなる、興味があった
ことに無関心になる。

「何か力になれることはない？」
「どうしたの？」「よかったら話して」

• ゆっくり話せる
   環境を作る。

一緒に相談できるところ（区役
所・病院・学校・スクールカウン
セラーなど）に行きましょう。

例えば…

・徒歩で買い物に行く。

禁煙支援薬局へ
相談する。

９月11日（月）
       ～15日（金）

　糖尿病は、血液中の糖が増える病気です。
遺伝や偏った生活習慣(過食や運動不足)に
より発症します。自覚する症状がなくても、血
管がダメージを受けます。放置してしまうと、
手足の神経障害、視力低下、腎機能低下、
心筋梗塞・脳梗塞などのリスクが高まります。

こうそく

9月11日から  　か          、　を明記し、
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